






































Thepurposeof thispaper is todiscuss internationalcooperationproject forcommunities in the





















とよぶ）（ 4 章，5 章）、C）建築文化遺産を再生
した地域図書館（ 6 章）、Ｄ）バスを利用した移















































































































































アンティオキア 5671,689 63,612 88.1 80 4.3 89.16
クンディナマルカ 2228,478 22,623 90.7 86.9 2.9 98.5
サタンデル 1916,336 30,537 91.1 83.1 2.4 62.75
トリマ 1335,177 23,562 87.4 80.2 4 56.67
カウカ 1244,886 29,308 85 80.4 7.6 42.48
ノルテデサンダル 1228,028 21,658 87.9 75.4 4.8 38.42
ボヤカ 1211,186 23,189 87 82.6 2.1 52.23
ウイラ 1006,797 19,890 87.4 82.4 6.3 50.62
カルダス 908,841 7,888 90.7 84.3 3 115.2
セサル 879,914 22,905 82.7 69 5.6 38.42
スクレ 765,285 10,917 80.5 71.5 8.3 70.1
ラグアヒラ 623,230 20,848 63 38.4 7.4 38.42
チョコ 441,395 46,530 71.9 58.2 11.8 9.49











年度 1999 2002 2003 2004 2005 2006* 2007* 2008 2009 2010 合計 平均値
事　業　数（件） 1 1 14 10 30 21 14 10 5 9 115
受益者総数（人） 11,662 6,518 175,914 101,132 465,249 359,999 244,877 115,290 32,151 168,720 1,681,512 168151
年間事業費（USD） 41,778 78,863 1,022,105 832,094 2,750,135 194,755 1,113,756 875,278 483,900 892,595 10,038,259
為替レート（1USD） 106 118.49 108.57 105.3 117.31 117.29 100.83 97.83 80.56 81.82 103.4
年間事業費（千円） 4,428 9,344 110,970 87619 322,618 228,452 112,300 85,628 38,983 73,032 1073,374
平均事業費（千円） 4,428 9,344 7,926 8,762 10,754 10,879 8,021 8,563 7,797 8,115 8,458
受益地域面積（km2） 198.84 111.13 2999.39 1,724.33 7,932.63 6,138.09 4,175.23 1,965.73 548.18 2,876.73 28670.28 216
1 事業の受益地域面（km2） 198.84 111.13 214.24 172.43 264.42 279.00 298.23 196.57 109.64 319.64 216





















リアガ註24）が設計した。6m×6m の 1 つの建築






























































































































写真1. 施工中の地域図書館 写真2. 施工中の地域図書館
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註35） カルロス・ニーニョ・ムルシア［Prof. Carlos Nino 
Murrcia］（建築家、コロンビア国立大学特命教授）
はコロンビアの建築の特質に関する下記の論文でこ
の 点 に 言 及 し て い る（SociedadColombianade

































64 京女大　　生　活　造　形 2014年 2 月
名人となり他の自治体に図書館の運営や設立に関す
る助言を与える役割を担っている。
註46） 下記文献にも 2 時間の距離での利用が紹介されて
いる（MinisteriodeCultura,RepublicadeColombia,
op.cit.,p. 109）。
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